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小
沢
裁
判
で
は
、
司
法
権

力
の
デ
タ
ラ
メ
が
次
々
と
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
も
は

や
検
察
が
正
義
の
味
方
と
は

誰
も
思
っ
ち
や
い
な
い
だ
ろ

う
が
（
裁
判
所
も
叩
け
ば
い

く
ら
で
も
疑
惑
が
出
て
く

る
。
な
か
で
も
見
過
ご
せ
な

い
の
が
、
憲
法
違
反
の

「検

閲
疑
惑
」
だ
“　
・

問
題
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
量
筒
裁
判
所
の
「調
達

。
公
募
情
報
」
。
こ
れ
を
め

く
る
と
、
最
高
裁
事
務
総
局

は
０８
年
４
月
１
日
付
で
時‥
事

通
信
社
、
共
同
通
信
社
と
随

意
契
約
を
交
わ
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

時
事
通
信
社
と
の
契
約
額

1司法の伏魔殿
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延
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涙

襄

憮蒻
解
髄
銘
甲
辞瓢
鉗
誘
碁
絆

ｔ
ｔ
誤
報
防
止
目
的
″で
．事
静

玩
外
交
官
で
評
輪
家
の
天

Ⅷ
所
が
事
前
に
新
聞
記
事
を

木
直
人
氏
は
、
驚
き
を
隠
さ

検
関
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

ゴ
鷺
“けに券
卜
舗
諄
夢
譴
野
輪

儒
鰐
理
製
轟̈
・騨
斃
冥
録
暑
誹
日本国憲法は
一検閲

は
（
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な

い
一
通
信
の
秘
密
は
、
こ
れ

を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
」

（第
２‐
条
２
項
）
と
定
め
て

い
る
。　
　
・

裁
判
所
が
憲
法
違
反
で
は

踵

靡


